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化すと いふので あった。 

呂木は 思った。 ちゃう ど 自分 は、 愚かしい 智 学の 石 

を 自分の 中に 懐きつ y けた 宿命の 人ではなかった のか、 

と。 自分の 無 役な 一 生 は、 畢竟 石 を 金と する ために、 

そして 寧ろ、 石 を 金と したために 喘ぎと ほして きたの 

ではなかった か、 だが それ は、 所詮 苦笑に も 価 ひせず、 

泪 にも 価 ひしない に 違 ひなかった。 

それからの 呂木 はすてば ち を 愛した。 破壊の み 唯一 

の 完成で ある こと を考 へられて ならなかった。 そのこ 

ろ 酒が 味と 喜び を 失って ゐ たが、 呂木は 無理に 酒 をの 
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※原題の 「pi6rre philosoptiale」 は、 ファイル 冒頭で 

は アクセント 符号 を 略し、 「pierre philosophale」 と 

しました。 

入力 .. 
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